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第 1 章および第2章は淀川流域の発展に関連した治水計画のあり方を論じたものである｡ まず第1章で








ある｡ この流域における降雨の発生源が台風性のものであることから, 台風の経路および速度, 淀川流域
の発生時間降雨量を, 329個の資料によって統計的に詳細に解析し, これらの水文量の問に存在する平均
的確率モデルを得た｡ このモデルと実績資料とを比較した結果, 台風の通過時間と平均降雨量とに関する
二個の係数を用いると, 淀川流域に 降水をもたらす 降雨発生モデルの特性がえられることを明らかにし
た ｡
罪 5 章は洪水流出のシステム ･シミュレーターとしての貯留関数が淀川流域において示す特性を論じた





調節池群と河道とに大別し, 洪水処理計画におけるそれぞれの効用を解析した｡ すなわち, 前者による洪
水調節機能を上流ダム群によるものと笠置ダムによるものとに分けて検討し, 淀川治水計画の基幹となる




ずる近江 ･亀岡 ･上野の三盆地の治水の必要性を明らかにした｡ その結果, 第6章までに得られた成果を
もとにして, 本流域の新しい統一的な治水計画案を提出した｡ それによる流域内各地点の安全度を入力で
ある降雨量の年超過確率で示せば, 次のようである｡
宇治川 天ヶ瀬ダム 下流 1/150
木津川 加茂 下流 1/150
桂 川 羽東師 下流 1/150




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
治水計画の対象は, 人類活動の 多様化と巨大化にともない, 点から線, 面, さらに空間へと拡大され
る｡一方, その目標は国民生活 ･地域開発 ･環境保全より構成される空間座標軸の最適点をうることであ
る｡ こうした複雑な対象が目標を達成するための計画 ･設計を合理的に行なうには, システム工学の考え
方を取り入れることが重要である｡ 本論文は, 淀川の治水計画の改訂期に当り, このような事情を背景と
し, 水理 ･水文計画におけるシステム解析を研究したものであって, 得られた成果の主なものを示すと,
つぎのようである｡
(1) 流域の社会 ･経済的発展と治水計画とは, あらゆる意味において, 密接な関係をもっている｡ こ
のため, まず淀川流域の氾濫解析を詳細に行ない, 現行治水計画の 年被災額期待値の 水準を 維持するに
は, システム入 力としての 降雨量は, その 年超過確率が1/200以下のものであるべきことを 明らかにし
た ｡
(2) わが国に襲来する台風の経路と速度, ならびにそれに対応する淀川流域の降雨を確率統計的に解
析し, 淀川治水計画立案の基本となる降雨発生モデルを開発した｡ このモデルは, 細部についてなお改良
の余地を残しているが, 実用上画期的なものであり, 本研究で得られた成果の中核を形成している｡
また, 台風襲来のモデルの開発は, 単に淀川流域の治水計画に利用されるだけでなく, 他の河川流域に
も広く応用されるきわめて責重な成果である｡
(3) 流出解析のシステム ･シミュレーターとしての貯留関数の伝達関数的特性を確率統計的な入 ･出
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(7) 河道計画の一部として, 都市化地域の河道に河川公園を建設することを提案した. これは, 従来
の河川計画が主として治水 ･利水を目標としたものであったことから一歩を進め, 環境保全計画が大きく
取り上げられるべきことを明らかにしたといえよう｡
要するに, これらの一連の研究成果は淀川流域における応用を主体としているが, 治水計画のあり方に
新しい知見を加えたものであり, 学術上, 実際上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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